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1.  平成23年9月期第2四半期の業績（平成22年10月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年9月期第2四半期 1,109 41.3 △20 ― △27 ― △20 ―
22年9月期第2四半期 785 △21.9 34 20.6 32 29.4 14 44.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年9月期第2四半期 △895.26 ―
22年9月期第2四半期 637.71 633.91

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年9月期第2四半期 2,015 845 42.0 36,520.35
22年9月期 1,779 884 49.7 38,164.33

（参考） 自己資本   23年9月期第2四半期  845百万円 22年9月期  884百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年9月期 ― 250.00 ― 750.00 1,000.00
23年9月期 ― 0.00
23年9月期 

（予想）
― ― ―

3.  平成23年9月期の業績予想（平成22年10月1日～平成23年9月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,100 22.7 20 △48.7 5 △83.5 2 △71.2 86.34



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年9月期2Q 24,991株 22年9月期  24,991株
② 期末自己株式数 23年9月期2Q  1,826株 22年9月期  1,826株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年9月期2Q 23,165株 22年9月期2Q 23,159株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、【添付資料】３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、アジア経済を中心とした外需等により景気の改善が一部みられた

ものの、円高の継続及び長引くデフレ環境等があり、雇用情勢や所得環境は依然として低迷しております。また、

当第２四半期会計期間に発生した東日本大震災により、経済情勢は不透明感を強めております。 

 当社の主要販売先である外食産業におきましては、節約志向の傾向が依然として強く、引き続き低価格化の企業

間競争は激しさを増しており、店舗計画の見直しや新規設備投資の抑制など厳しい状況が続いております。 

 このような環境のもと、ＡＳＰサービス事業におきましては、店舗計画の見直しによる月額報酬の減少に目処が

立ったものの、東日本大震災の影響による問題及び計画停電等により、新規受注が先送りになったもの等が発生し

ました。システム機器事業におきましては、店舗機器入れ替えの受注が順調に推移いたしましたが、外食産業の低

価格化による企業間競争等の影響により、一部に機器価格の下落が生じました。 

 その結果、店舗機器入れ替えの受注が順調に推移したため当第２四半期累計期間の売上高は1,109,428千円（前

年同期比41.3％増）となりましたが、利益面に関しましては、ＡＳＰサービス事業の回復の遅れによる売上の減

少、東日本大震災の影響による新規受注の先送り、システム機器の一部の価格下落及び新型ハンディ金型等の償却

の発生により、営業損失20,645千円（前年同期は営業利益34,136千円）、経常損失27,826千円（前年同期は経常利

益32,076千円）、四半期純損失20,738千円（前年同期は四半期純利益14,768千円）となりました。 

   

 事業部門別の業績は、以下のとおりであります。 

①ＡＳＰサービス事業 

 当事業におきましては、月額サービスの新規顧客獲得及び既存顧客へのサービス拡大に注力いたしましたが、本

格的な回復傾向とはならず、売上高は477,034千円（前年同期比19.6％減）となりました。月額利用料も６ヶ月累

計で447,916千円（前年同期比6.8％減）と推移しました。 

②システム機器事業 

 当事業におきましては、店舗機器入れ替えの受注が順調に推移した結果、売上高は527,456千円（前年同期比

514.0％増）となりました。 

③周辺サービス事業 

 当事業におきましては、サプライ品、機器修理及び他社商品の販売等を行った結果、売上高は104,937千円（前

年同期比1.2％減）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の状況  

 当第２四半期会計期間末における総資産は、2,015,796千円となり、前事業年度末に比べ236,602千円増加いたし

ました。主な増減は、流動資産では現金及び預金259,691千円、受取手形及び売掛金65,073千円の増加、商品

61,525千円の減少がありました。固定資産においては、長期未収入金41,145千円の減少がありました。また、流動

負債では支払手形及び買掛金116,915千円、短期借入金80,000千円の増加、固定負債においては、社債60,000千円

の増加がありました。純資産につきましては、845,993千円となり、38,082千円減少いたしました。主なものは配

当金の支払いによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動及び財務活動による

キャッシュ・フローにより得られた資金や、投資活動によるキャッシュ・フローにより使用した資金により前事業

年度末に比べ255,491千円増加し、当第２四半期累計期間末には715,568千円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は175,937千円（前年同期は使用した資金29,885千

円）となりました。これは主に税引前四半期純損失27,826千円の計上があったものの、減価償却費47,924千円の計

上、たな卸資産59,141円の減少、仕入債務116,915千円の増加によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は61,937千円（前年同期は使用した資金107,854千

円）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出44,238千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は141,491千円（前年同期は使用した資金25,435千

円）となりました。これは主に短期借入れによる収入80,000千円（純額）、及び社債の発行による収入98,940千円

によるものであります。  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（３）業績予想に関する定性的情報 

 当社主要顧客である外食産業を取り巻く環境は、消費者の生活防衛姿勢の強まりや東日本大震災の影響による問

題の長期化及び今夏に予定されている計画停電等、厳しい状況が続くものと予想されます。このような状況を踏ま

え、平成23年５月２日付の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました通期の業績予

想に変更はありません。  

   

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

②固定資産の耐用年数及び減価償却の方法の変更  

有形固定資産 

 第１四半期会計期間より、有形固定資産「工具、器具及び備品」のうち金型について、耐用年数を４年か

ら５年に変更するとともに減価償却の方法を定率法から定額法に変更いたしました。 

 この変更は、これまで当社製品の生産及び販売状況が比較的安定的に推移していることに鑑み、同製品の

金型の実質的な使用可能期間にわたり減価償却費を均等に配分することが、従来の方法によった場合と比較

して、より期間損益計算の適正化に資すると判断したためであります。 

 この変更により、従来と同じ方法によった場合と比較し、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失及

び税引前四半期純損失は、それぞれ32,505千円少なく計上されております。 

   

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 751,668 491,977

受取手形及び売掛金 265,669 200,596

商品 458,271 519,797

その他 54,958 51,029

貸倒引当金 △5,818 △4,573

流動資産合計 1,524,748 1,258,826

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 10,244 10,317

車両運搬具（純額） 669 1,339

工具、器具及び備品（純額） 185,465 88,388

土地 20,429 20,429

建設仮勘定 30,228 110,900

有形固定資産合計 247,036 231,375

無形固定資産   

ソフトウエア 67,181 34,085

ソフトウエア仮勘定 10,000 50,000

その他 2,445 2,445

無形固定資産合計 79,627 86,531

投資その他の資産   

出資金 134 126

長期前払費用 3,943 2,572

繰延税金資産 31,841 34,478

長期未収入金 142,717 183,863

その他 17,630 14,482

貸倒引当金 △38,855 △39,756

投資その他の資産合計 157,411 195,767

固定資産合計 484,075 513,673

繰延資産   

社債発行費 6,972 6,693

繰延資産合計 6,972 6,693

資産合計 2,015,796 1,779,193



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成23年３月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 145,493 28,577

短期借入金 549,000 469,000

1年内償還予定の社債 60,000 40,000

未払法人税等 2,595 10,552

引当金 12,838 13,144

その他 88,453 84,116

流動負債合計 858,380 645,391

固定負債   

社債 200,000 140,000

長期借入金 100,000 100,000

引当金 11,422 9,725

固定負債合計 311,422 249,725

負債合計 1,169,802 895,116

純資産の部   

株主資本   

資本金 535,020 535,020

資本剰余金 143,599 143,599

利益剰余金 299,506 337,619

自己株式 △132,115 △132,115

株主資本合計 846,011 884,123

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △17 △47

評価・換算差額等合計 △17 △47

純資産合計 845,993 884,076

負債純資産合計 2,015,796 1,779,193



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 785,123 1,109,428

売上原価 451,546 853,804

売上総利益 333,577 255,624

販売費及び一般管理費 299,440 276,270

営業利益又は営業損失（△） 34,136 △20,645

営業外収益   

受取利息 74 59

雑収入 2,111 722

営業外収益合計 2,186 781

営業外費用   

支払利息 4,246 4,314

支払保証料 － 1,661

その他 － 1,987

営業外費用合計 4,246 7,962

経常利益又は経常損失（△） 32,076 △27,826

特別利益   

貸倒引当金戻入額 441 －

特別利益合計 441 －

特別損失   

貸倒引当金繰入額 2,212 －

特別損失合計 2,212 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 30,305 △27,826

法人税、住民税及び事業税 3,149 836

法人税等調整額 12,386 △7,924

法人税等合計 15,536 △7,087

四半期純利益又は四半期純損失（△） 14,768 △20,738



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

30,305 △27,826

減価償却費 29,855 47,924

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25,391 344

賞与引当金の増減額（△は減少） △291 △306

退職給付引当金の増減額（△は減少） 651 1,696

受取利息及び受取配当金 △74 △59

支払利息 4,246 6,677

売上債権の増減額（△は増加） 4,760 △24,445

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,004 59,141

仕入債務の増減額（△は減少） △59,293 116,915

その他の流動資産の増減額（△は増加） 722 7,237

その他の流動負債の増減額（△は減少） 5,936 4,928

その他 △669 △503

小計 △20,248 191,724

利息及び配当金の受取額 74 59

利息の支払額 △6,000 △7,054

法人税等の支払額 △3,711 △8,792

営業活動によるキャッシュ・フロー △29,885 175,937

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △52,396 △44,238

無形固定資産の取得による支出 △30,000 △10,000

定期預金の預入による支出 △24,200 △4,200

敷金及び保証金の差入による支出 － △6,014

敷金及び保証金の回収による収入 － 2,509

その他 △1,257 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,854 △61,937

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,098,000 788,000

短期借入金の返済による支出 △1,398,000 △708,000

長期借入れによる収入 100,000 －

社債の発行による収入 192,191 98,940

社債の償還による支出 － △20,000

配当金の支払額 △17,626 △17,448

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,435 141,491

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △163,175 255,491

現金及び現金同等物の期首残高 587,329 460,077

現金及び現金同等物の四半期末残高 424,154 715,568



 該当事項はありません。   

  

 当社は、ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

 （追加情報） 

 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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